













































































































































































































































































おいて隙間 3.1mm の改良品よりも 4.1mm の改良品の方が、評価が低くなっていることから、隙
間を大きくしすぎると逆に缶が開けにくくなってしまうと推定される。 
2.3 で行った「飲料缶を開ける際にやりづらいと感じる動作」についての調査から、飲料缶を開
























(表 1 の 3 の動作)を行うことが出来る。これにより、「プルタブに指をかける動作」表 1 の 1 の





























おいて隙間 3.1mm の改良品よりも 4.1mm の改良品の方が、評価が低くなっていることから、隙
間を大きくしすぎると逆に缶が開けにくくなってしまうと推定される。 
2.3 で行った「飲料缶を開ける際にやりづらいと感じる動作」についての調査から、飲料缶を開
























1) 副士清美：開缶しやすいプルタブ 日本国特許庁（JP） 特開2013-147290,2013
2) 中沢光昭：開けやすいプルタブ 日本国特許庁（JP）特開2003-221033,2003

－ 50 －
